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環境　特集

◇表紙写真説明◇

「回転式破砕混合装置」は高速回転するチェーンの打撃力で，地

盤材料の破砕・細粒化と添加材料との均質な混合とを行なう装置で
ある。
写真は発熱材として生石灰を，破砕・混合装置として「回転式破
砕混合装置」を用いる「加熱吸引法」を大規模VOC汚染土壌対策
工事に適用した際の処理プラントである。

回転式破砕混合装置を使用した加熱吸引プラント
－工場跡地における VOC汚染土壌対策工事－

写真提供　㈱竹中工務店
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